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2013年5月20日 

QPITS事務局準備室 



九州IT&ITS利活用推進協議会組織案 

事務局 

幹事会 

総会 

●運営● 
幹事会により幹事の中から 
任命された 
・事務局長（幹事） 
・事務局次長（幹事） 
・事務員：事務局長が選ぶ。 

●議事決定● 
幹事会により選ば
れた幹事 
・幹事会員の代表 

・特別会員（幹事会
で認められる者） 

 
●承認● 
・幹事会員 
・正会員 

・特別会員（幹事会で
認められる者） 
 

会員種類 
幹事会員（法人・団体）  
会費：１0万/口＋入会５万 
 運営決定 
 実証、事業ｻｰﾋﾞｽ等の委員長 
 ｾﾐﾅｰ参加 
正会員（法人・団体） 
会費：５万/口＋入会２万 

 実証、委員会参加、研修ｾﾐ
ﾅｰ参加 
賛助会員（個人） 
会費：1万  

 研修ｾﾐﾅｰ優待参加、情報入
手 
特別会員（個人・団体） 
 幹事会による推薦者 
 大学、公共団体等 

実証委員会 

研修委員会 基盤技術委
員会 

ｾﾝｻｰ技術委
員会 

ｻｰﾋﾞｽ技術
委員会 

（G1 松尾） （G3下津） （G4 波多江） 

国からの委託案件PJ 

（QUEST 馬場） 

ｺﾝﾃﾝツ技術
委員会 

（G2 野原） 

G0 

幹事会への
議題は事務
局経由 

役員とは 
・ 会長、 
・ 副会長 
・ 幹事、 
・ 会計監事、 

は、会長が指名し
幹事会にて承認。

幹事から選ぶ  

技術委員会 

総会への議
題は幹事会
経由 

事業ｻｰﾋﾞｽ委
員会 

顧問： 助言、支援 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 
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設立までの段取り案 

▼ 

5月20日 
設立準備総会 

事務局準備室の設立 
・会則説明、会員募集 
・協議会活動説明 

事務局準備室案 
・準備室長 1名（芦原） 
・準備室員 若干名 
  研究会QPITSメンバー 
   座長、副座長 
   ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 
   ﾘｰﾀﾞｰ、ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞ 
   など 

▼ 

7月予定 
設立総会 

・幹事会 
・総会 

・幹事会 
  会長 
  副会長ほか役員選任 
  事務局長、局長代選任 
  委員長、副委員長選任 
  ・・・・・・・・・・ 
 
・顧問に推薦 
  時津 
  清原 
  古賀・・・他 注：お名前は敬称略です。 

・会員募集（6月21日まで） 
 幹事会員、正会員、賛助会員 
・特別会員は準備室にて検討、依頼。 
・幹事は、準備室が推薦する。 

6月下旬 
参加会員への説明会開催 ▼ 
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推進体制案 
会長候補：水上 様 （ﾆｼﾑ電子工業相談役） 
副会長候補：福田教授（九大） 
副会長候補：辰巳教授（福大） 

幹事会員  5団体～ 
・全ての活動に関与 
・委員会の委員長を勤めることができる 
・コネクション、収集される情報、ノウハウなどにアクセス可能 

・協議会を通じた事業機会を能動的に得ることができる 

正会員    20団体～ 
プロジェクト活動、セミナーへの参画が可能（協議会運営の企画や、 

事業サービス委員会 活動への参画は不可） 

特別会員 
・大学、公共団体関係者 

・幹事会の定める範囲で幹事会に参加できる。 
 福田教授、辰巳教授・・・・・  

●幹事会を構成する幹事は
幹事会員と特別会員から幹
事会にて互選する。 
●幹事から役員選出 

賛助会員  20名～ 

 セミナーへの参画が可能、技術情報入手が可能 

（協議会運営の企画や、協議会発の事業活動への参画は不可） 

顧問 
・幹事会が認めるもの。・大学、公共団体関係者 
・協議会は助言、支援を受ける。 

時津様（IIC)、清原様、古賀様  4 



QPITS会員のメリット 
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公募案件 
  国、県、・・・ 

各企業・団体・個人 
 

会員企業が持っている 

  新技術 
  新規事業 
  新サービス 
  課題解決 
  ・特許利活用 
  ・新規戦略 

QPITS 資金 

共有データ 
利活用 

事業化、ビジネス化 
ユーザ（官公庁、一般企業、団体） 

★ 

QPITS 

О 国･県ほか各種団体、大学との人脈・官公庁予算による検証 
О 個社単位からコラボレーション/ＪＶによるビジネス領域の拡大 
О 技術・ノウハウ向上による受託率の大幅なアップ 
 



会員が行使できる範囲案 

研修セミナー 

事務局運営会議 

事業サービス
委員会 

実証委員会 
研修委員会 
技術委員会 

静的 

外部との関連 

動的 

協議会内 

幹事会員 
特別会員 正会員 

賛助会員 

運営企画 
実証委員会活動参加 
技術委員会参加 
研修委員会 

事業参加、紹介、
事業マッチング 

研修セミナー優待
参加 
技術情報入手 
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